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第
二
節　

古
代
・
中
世　

小こ

丸ま
る
山や
ま
遺
跡　

江
南
区
直
り
山

　

亀
田
砂
丘
の
南
端
に
近
い
小
砂
丘
に
立
地
す
る
、
平
安
時
代
の
集
落
跡
で

あ
る
。
標
高
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
、
三
方
に
広
が
る
水
田
面
よ
り
約
一
メ

ー
ト
ル
高
い
。
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
、
住
宅
団
地
造
成
計
画
に
伴
う

事
前
調
査
で
発
見
さ
れ
、
翌
年
、
新
潟
市
教
育
委
員
会
が
約
五
二
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
発
掘
地
は
、
住
宅
団
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

遺
跡
が
厚
い
土
層
で
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
、
良
好
な
状
態
で
集
落
跡
が
残
っ
て
い
た
。
集
落
の
存
続
期
間
は

出
土
し
た
大
量
の
土
器
か
ら
、
九
世
紀
半
ば
か
ら
十
世
紀
半
ば
ま
で
の
一
〇
〇
年
程
度
と
判
断
さ
れ
た
。
遺
構

は
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
らの
建
物
跡
一
四
棟
、
井
戸
九
基
、
ご
み
穴
五
基
、
区
画
溝
一
条
、
畝
状
小
溝
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
遺
構
は
北
東
側
と
南
西
側
の
二
か
所
に
分
か
れ
て
い
た
（
図
二
〇
〇
）。
そ
れ
ぞ
れ
、
中
心
に
大
き

な
建
物
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
小
さ
な
建
物
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
は
畑
の
畝
の
跡
で
あ
る
小
溝
が
あ
っ
た
。

　

遺
構
の
配
置
か
ら
見
て
、
発
掘
さ
れ
た
の
は
二
つ
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
と
も
建
物
跡

の
重
な
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
に
建
っ
て
い
た
の
は
大
形
建
物
一
棟
と
、
小
形
建
物
一
〜
二
棟
で

あ
ろ
う
。
大
形
建
物
の
主
人
が
屋
敷
を
構
え
る
農
民
で
、
屋
敷
内
の
小
形
建
物
に
配
下
の
農
民
が
い
た
と
思
わ

図199　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」
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第３章　平野の遺跡
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ごみ穴

畑

発
掘
区
域
外

北東側の建物群

南西側の建物群

れ
る
。
ま
た
、
北
東
側
の
大
形
建
物
二
棟
は
、
二
方
に
雨
落
ち
溝
が
あ
り
、
面
積
約
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

平
行
移
動
の
よ
う
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。
南
西
側
に
比
べ
、
大
形
で
立
派
な
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村

の
有
力
者
の
建
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

小
丸
山
遺
跡
が
で
き
た
九
世
紀
半
ば
は
、
越
後
平
野
で
集
落
が
急
増
す
る
時
期
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ

の
こ
ろ
に
竪た

て

穴あ
な

住
居
が
密
集
す
る
大
き
な
集
落
が
衰
え
、
姿
を
消
す
。
こ
の
時
期
に
で
き
た
集
落
の
多
く
は
、

国
郡
制
に
よ
る
支
配
体
制
の
衰
退
で
、
新
た
に
生
ま

れ
た
有
力
農
民
層
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。
小
丸
山
遺
跡
で
は
、
三
方
に
広
が
る
低
地
に

水
田
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

十
世
紀
初
め
、
小
丸
山
遺
跡
は
無
人
と
な
る
。
こ

の
時
期
は
、
越
後
平
野
の
集
落
が
激
減
す
る
時
期
で

あ
る
。
再
び
大
き

な
社
会
の
変
化
が

訪
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。

図200　遺構配置図

図201　東側の大形建物跡

図202　「西家」と
書かれた須恵器坏


